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   日出町告示第123号 

    令和５年第４回日出町議会定例会を次のとおり招集する 

       令和５年11月27日 

                                日出町長 本田 博文 

   １ 期 日  令和５年12月４日 

   ２ 場 所  日出町議会議事堂 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

多田 利浩君        阿部 峰子君 

河野 美華君        岡山 栄蔵君 

豊岡 健太君        安部 徹也君 

衛藤 清隆君        阿部 真二君 

上野  満君        金元 正生君 

川西 求一君        岩尾 幸六君 

池田 淳子君        森  昭人君 

熊谷 健作君        工藤 健次君 

────────────────────────────── 

   ○12月６日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○12月７日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○12月22日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○応招しなかった議員 

なし 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

令和５年 第４回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第１日） 

令和５年12月４日（月曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

令和５年12月４日 午前10時00分開会  

         開会、開議の宣告 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 諸般の報告 

    日程第４ 行政報告 

    日程第５ 委員長報告 

         質疑・討論・採決 

    日程第６ 議案第65号 令和５年度日出町一般会計補正予算（第５号）について 

    日程第７ 議案第66号 令和５年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

    日程第８ 議案第67号 令和５年度日出町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

て 

    日程第９ 議案第68号 令和５年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）について 

    日程第10 議案第69号 令和５年度日出町下水道事業会計補正予算（第２号）について 

    日程第11 議案第70号 日出町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

    日程第12 議案第71号 日出町国民健康保険税条例の一部改正について 

    日程第13 議案第72号 日出町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部改正について 

    日程第14 議案第73号 日出町コミュニティバス条例の廃止について 

    日程第15 議案第74号 公共下水道事業から生じる脱水汚泥の処理に係る事務の委託に

ついて 

    日程第16 同意第11号 日出町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

         提案理由の説明 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 
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本日の会議に付した事件 

         開会、開議の宣告 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 諸般の報告 

    日程第４ 行政報告 

    日程第５ 委員長報告 

         質疑・討論・採決 

    日程第６ 議案第65号 令和５年度日出町一般会計補正予算（第５号）について 

    日程第７ 議案第66号 令和５年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

    日程第８ 議案第67号 令和５年度日出町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

て 

    日程第９ 議案第68号 令和５年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）について 

    日程第10 議案第69号 令和５年度日出町下水道事業会計補正予算（第２号）について 

    日程第11 議案第70号 日出町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

    日程第12 議案第71号 日出町国民健康保険税条例の一部改正について 

    日程第13 議案第72号 日出町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部改正について 

    日程第14 議案第73号 日出町コミュニティバス条例の廃止について 

    日程第15 議案第74号 公共下水道事業から生じる脱水汚泥の処理に係る事務の委託に

ついて 

    日程第16 同意第11号 日出町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

         提案理由の説明 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番  多田 利浩君        ２番  阿部 峰子君 

３番  河野 美華君        ４番  岡山 栄蔵君 

５番  豊岡 健太君        ６番  安部 徹也君 

７番  衛藤 清隆君        ８番  阿部 真二君 
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９番  上野  満君        10番  金元 正生君 

11番  川西 求一君        12番  岩尾 幸六君 

13番  池田 淳子君        14番  森  昭人君 

15番  熊谷 健作君        16番  工藤 健次君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長  山口 佳子君       次長  河野 裕治君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 本田 博文君  副町長 ………………… 一丸 淳司君 

教育長 ………………… 恒川 英志君  会計管理者兼会計課長 … 工藤 明美君 

総務課長 ……………… 河野 匡位君  財政課長 ……………… 古屋秀一郎君 

政策企画課長 ………… 梶原 新三君  まちづくり推進課長 … 藤本 周司君 

税務課長 ……………… 波津久 誠君  住民生活課長 ………… 伊豆田政克君 

介護福祉課長 ………… 宇都宮 博君  子育て支援課長 ……… 満石加寿美君 

健康増進課長 ………… 木付 達朗君  農林水産課長 ………… 河野 一利君 

都市建設課長 ………… 須藤 淳司君  上下水道課長 ………… 中山 雅広君 

教育総務課長兼学校給食センター所長 … 安田  恵君  学校教育課長 ………… 竹内 由佳君 

社会教育課長兼町立図書館長 … 河野 英樹君  代表監査委員 ………… 井上 哲治君 

監査事務局長 ………… 西村 浩明君  農業委員会事務局長 … 麻生 康弘君 

総務課課長補佐 ……… 赤野 公彦君  財政課課長補佐 ……… 間部  大君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（工藤 健次君）  皆さん、おはようございます。 

────────────・────・──────────── 

開会、開議の宣告 

○議長（工藤 健次君）  ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、令和

５年第４回日出町議会定例会を開会いたします。 
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 今期定例会に提案されています議案は、議案１０件、同意１件であります。 

 議員各位におかれましては、慎重に御審議を賜り、適切な議決をいただくとともに、議会運営

全般にわたり格別の御配慮と御協力をお願いいたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（工藤 健次君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番、河野美華君、

１４番、森昭人君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（工藤 健次君）  日程第２、会期の決定について議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、１１月２７日の議会運営委員会におきまして、本日から

１２月２２日までの１９日間という案を作成しましたが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から１２月

２２日までの１９日間に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（工藤 健次君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 まず、去る１０月３０日、県議会議長と市町村議会議長との意見交換会が行われましたので、

その概要を御報告いたします。 

 大分県観光局長の渡辺修武氏による「デスティネーションキャンペーンを契機とした観光振興

について」と題した講演の後、木付親次大分県議会副議長による「議会のデジタル化の取組につ

いて」と題した情報提供がありました。その後、休憩を挟み「地域課題に対する議会の取組につ

いて」県内１８市町村議会議長による意見交換が行われました。多くの市議会で議会報告会が行

われている現状と少子高齢化による後継者不足の課題等について報告がありました。 

 続きまして、去る１１月１６日に開催された議員研修会について報告いたします。 

 大分県町村議会議長会主催で県下３町１村の議員が一堂に会して、姫島村で開催されました。

講師としてジオガイドの吉田龍夫氏による「おおいた姫島ジオパーク」について説明がありまし

た。おおいた姫島ジオパークは、姫島を中心とした海域を含む東西１４キロ、南北６キロの範囲
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であり「火山が生み出した神秘の島」をテーマとして、２０１３年に日本ジオパークに認定され

たとのことでした。 

 続いて、１１月２９日、東京のＮＨＫホールで開催された第６７回町村議会議長全国大会に県

内の町村議長とともに出席いたしましたので、その概要を報告いたします。 

 全国町村議会議長会会長の渡部孝樹氏から、地方のみならず万事の喫緊の課題である少子高齢

化への対応として、将来を担う子供たちを地域で支えていく社会づくりを推し進める活動を展開

していくことや、農業農村は食糧の供給や国土の保全、生態系の維持といった貴重な役割を果た

している。農業農村施策の一体的な推進による食料安全保障の確立が図れるよう要請していくこ

と、長期的な復興支援と災害対策の確立など、様々な取組を進めていく必要がある、といった内

容の主催者挨拶がありました。 

 国会会期中であったため総理大臣や大臣の出席はかないませんでしたが、小里総理補佐官や渡

辺総務副大臣、岸川デジタル副大臣、工藤地方創生副大臣、森山自民党総務会長、吉田全国町村

会長からの祝辞に続き、公務のため出席がかなわなかった額賀衆議院議長と長浜参議院副議長か

ら寄せられたメッセージ披露の後、臨席された４３名の国会議員の紹介があり、約１,６００人

の町村議会関係者出席の下、第６７回町村議会議長全国大会が開催されました。 

 議事は、はじめに「議会の機能強化及び多様な人材が参画するための環境整備」「地方創生と

デジタル化のさらなる推進」など、地区要望９件を含む要望３７件を満場一致で決定しました。 

 また、緊急かつ重要な課題解決を図る必要がある３つの案件について特別決議を行うこととし

「東日本大震災からの復興、原子力発電所事故への対応及び大規模災害対策の確立を求める特別

決議」「少子化対策の推進とこども・子育て政策の強化を求める特別決議」「農業・農村政策の

一体的な推進による食料安全保障の確立を求める特別決議」が満場一致で決定しました。 

 大会終了後に行われた特別講演では、フリーキャスターで事業創造大学院大学客員教授の伊藤

聡子氏による「地域から輝く日本へ～未来への選択と責任」というテーマでＳＤＧｓにおいて一

番大事なのは、まずは環境であること、そして、これからの時代に求められる女性力、地域から

共創で最先端モデルなど興味深い内容で充実した大会でありました。 

 また、行政視察も積極的に受け入れました。１０月１１日には岩手地区議会議長会が「ふるさ

と納税」について、１１月７日には佐賀県みやき町議会広報研修委員会が「議会広報編集」につ

いて、１１月８日に群馬県高崎市議会広報委員会が「議会だよりの編集」について、同じく８日

に群馬県邑楽町議会が「共生のまちづくりの取組み」について、研修したいと日出町を訪れてく

れました。 

 当日多忙の中、対応していただいた所管の委員会の議員各位並びに説明に協力をいただいた担

当課長・担当職員にこの場を借りてお礼を申し上げます。 
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 次に、令和５年第２回別杵速見地域広域市町村圏事務組合議会定例会の概要について、同組合

議会議員、安部徹也君に報告をお願いします。６番、安部徹也君。安部徹也君。 

○議員（６番 安部 徹也君）  去る、１１月６日に別府市議会議場で開催されました令和５年第

２回別杵速見地域広域市町村圏事務組合議会定例会につきまして、その概要を報告いたします。 

 今期上程されました議案は、条例議案１件、決算議案１件の全２件でした。 

 まず、議第７号別杵速見地域広域市町村圏事務組合職員の給与に関する条例の一部改正につい

ては、新型コロナウイルス感染症が新型インフルエンザ等感染症から５類感染症に変更されたた

め、新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するための作業に従事した職員の、特殊

勤務手当の特例を廃止することに伴い、条例を改正するものであり所管の常任委員会の審査を経

て、全員異議なく原案のとおり可決されました。 

 次に、議第８号別杵速見地域広域市町村圏事務組合一般会計及び各特別会計歳入歳出決算の認

定については、その内容につきまして、一般会計は予算現額１１億４,８５２万２千円に対し、

歳入歳出決算額はともに１１億２,４２８万７,９６０円であります。 

 秋草葬斎場事業特別会計は、予算現額１億５,６０７万８千円に対し、歳入歳出決算額はとも

に１億５,４０４万６,１８２円であります。 

 藤ケ谷清掃センター事業特別会計は、予算現額１２億３,２６６万２千円に対し、歳入歳出決

算額はともに１２億２,０７０万４,０９４円であります。 

 介護認定審査会事業特別会計は、予算現額２,５６４万３千円に対し、歳入歳出決算額はとも

に２,４２４万９７４円であります。 

 また、各会計については、翌年度に繰り越す財源はなく実質収支額はゼロ円です。各常任委員

会で各会計決算の関係部分の審査を経て、採決の結果、全員異議なく原案のとおり認定されまし

た。 

 以上、令和５年第２回別杵速見地域広域市町村圏事務組合議会定例会の報告といたします。 

○議長（工藤 健次君）  次に、令和５年第２回杵築速見環境浄化組合議会定例会の概要について、

同組合議会議長、金元正生君に報告をお願いします。１０番、金元正生君。金元正生君。 

○議員（１０番 金元 正生君）  令和５年度第２回杵築速見環境浄化組合議会定例会が、去る、

１１月１７日、日出町議会議事堂で開催されましたのでその概要について御報告いたします。 

 本定例会に上程された案件は議案１件、認定１件であります。 

 初めに、議案第４号令和５年度杵築速見環境浄化組合会計補正予算（第１号）についてであり

ます。 

 補正する額は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１６４万５千円を追加し、補正後の予算の

総額を歳入歳出それぞれ３億１５９万２千円とするものです。 
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 歳出予算については、総務費の一般管理費のうち人件費関係が９１万４千円、衛生費の清掃施

設費のうち需用費の修繕料が７３万１千円の増額であります。 

 歳入予算については、分担金及び負担金の事業費補正負担金が５万９千円の増額となり、

１５８万６千円を予算の増額に伴う財源確保策として財政調整基金繰入金にて財源調整しており

ます。 

 以上、補正予算に関する議案１件につきましては、慎重審議の結果、全会一致で可決でありま

す。 

 次に、認定第１号令和４年度杵築速見環境浄化組合会計歳入歳出決算の認定についてでありま

す。 

 歳入決算額２億７,４０７万５８０円に対しまして、歳出決算額は２億６,９１９万５,８８１円

でありました。歳入歳出差引残額は４８７万４,６９９円の黒字となり、全額を財政調整基金に

積み立てることとしております。なお、歳入の９２.４％を占める市町負担金ですが、その負担

割合は日出町３５.７％、杵築市６４.３％となっております。 

 そのほか、基金については、決算年度末現在高で財政調整基金積立金が２,０９８万５,５１６円、

施設整備費基金積立金が４,４２９万５,４５８円となっており、公有財産である土地、建物及び

物品については、変更がないとの報告がございました。 

 なお、決算については代表監査委員より予算執行及び決算経理ともに、適切に処理されている

旨の決算審査報告を受けております。 

 令和４年度杵築速見環境浄化組合会計歳入歳出決算につきましても、慎重審議の結果、全会一

致で認定であります。 

 以上、令和５年第２回杵築速見環境浄化組合議会定例会の報告といたします。 

○議長（工藤 健次君）  以上で諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（工藤 健次君）  日程第４、行政報告を行います。 

 町長、本田博文君。町長。 

○町長（本田 博文君）  皆さん、おはようございます。本日、令和５年第４回日出町議会定例会

を開催するに当たり、御通知申し上げましたところ、議員の皆様には何かと御多用のところ、御

出席を賜り御審議をいただきますことに対しまして厚く御礼を申し上げます。 

 それでは、行政報告を申し上げます。 

 最初に、日出町交通安全大会についてであります。 

 ９月３０日に日出中央公民館におきまして、交通安全への意識を高め交通事故を防止すること
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を目的として、杵築日出警察署、大分県交通安全協会杵築日出支部、日出町交通安全推進協議会

の共催により、日出町交通安全大会を開催いたしました。 

 コロナ禍により４年ぶりの開催となりましたが、関係者約７０名の出席の下、交通安全功労者

及び優良運転者の表彰・伝達を行いました。表彰・伝達式の後、講話や杵築日出警察署署員で結

成された双城劇団の寸劇を通して、知識を深め、交通事故の危険性について再認識したところで

す。最後に、「交通ルールの遵守と交通マナーアップを常に心掛け、交通事故のない、明るく住

みよい社会を築くこと」との大会宣言が採択されました。 

 次に、キャッシュレス決済端末の設置についてであります。 

 町民の利便性向上と窓口での会計業務改善を目的に、１０月より税務課及び住民生活課が発行

する各種証明書の交付手数料の支払いに、キャッシュレス決済が利用できるようになりました。

電子マネー、クレジットカード、ＱＲコード決済の計２８種類に対応した端末を両課の窓口に設

置し、幅広い年代で利用されており、アンケート結果でもよい評価をいただいております。今後

も、住民サービスの向上と職員の業務効率化につながるデジタル化を推進してまいります。 

 次に、デマンド型公共交通についてであります。 

 工藤健次町議会議長、岩尾幸六総務産業常任委員会委員長、佐藤元彦大分県東部振興局長に御

臨席いただき、１０月２日、日出町役場前にて出発式を執り行い、運行を開始いたしました。

１１月末現在４４９名の登録があり、延べ１,０３５名の方に御利用いただいております。年代

で見ますと８０代が最も多く、ついで７０代、６０代となり、この３世代が全体の約９割を占め

ております。移動手段のない方の日常生活の足として、より多くの方々に御利用いただけるよう

取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、ザビエルの道ウオーキング大会についてであります。 

 １０月１５日、晴天に恵まれ３０８名の方々に御参加いただきました。参加者の皆様には

１５キロ、１０キロ、５キロの３コースそれぞれにおいて、日出町の歴史を感じ別府湾をはじめ

とした、すばらしい自然景観を堪能していただきました。実行委員をはじめ、御協賛、御協力い

ただいた皆様に感謝申し上げ、今後も参加者に喜んでいただけるような大会になるよう努めてま

いります。 

 次に、２０２３ひじ産業文化まつりについてであります。 

 １０月２８日、２９日、日出中央公民館を主会場に開催いたしました。屋外会場では、海鮮ア

ラ汁やひじグルメ汁の無料配布を行ったほか、有機野菜をはじめとする新鮮な町内農産物や海産

物の即売コーナーをはじめ、多くの出店をいただきました。 

 中央公民館ホールでは、産業・文化振興に功績のあった個人９名並びに２団体に対し、表彰を

行いました。 
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 また、今年は瀧廉太郎没後１２０周年に当たることから、初日は世界で活躍されているテノー

ル歌手や打楽器演奏家をお招きし、瀧廉太郎記念音楽会を開催し、２日目には楽聖瀧廉太郎の

父・吉弘への想いと題して、歴史家の加来耕三氏による記念講演会を開催いたしました。そのほ

か、中央体育館では、日出町文化協会会員等による芸術作品の展示などがありました。お祭りが

持つ地域を活性化する力を再認識することとなりました。 

 次に、日出町功労者表彰式についてであります。 

 １１月３日、工藤健次町議会議長をはじめ、多くの御来賓の御出席をいただき、日出町役場に

おいて、日出町功労者表彰式を執り行いました。今年は、地方自治、地域活動、地域医療、産業

振興の各部門において、長年御活躍され、日出町発展に御貢献いただいた方々の御功績をたたえ、

個人４名、１団体に対し、表彰状と記念品をお贈りいたしました。受賞された方々には、今後と

も日出町のためにお力添えをいただきますようお願い申し上げます。 

 次に、住むことに喜びを感じる日出町プロジェクト推進協議会「鹿鳴越クラブ」の設立につい

てであります。 

 地域創造連携協力に関する協定を締結している株式会社大分銀行より、地域の活性化や産業振

興を図ることで、持続可能なまちづくりを実現する地域ビジョンプロジェクトの提案があり、

１１月２１日、日出町役場において協議会の設立総会が開催されました。「半導体関連産業を中

心としたものづくり企業の活性化」と「地域資源を最大限活用した稼ぐ力の増強」の２つのプロ

ジェクトに取り組むこととしており、商工会、農協、漁協をはじめ、産官学金の連携体制を構築

することで、日出町総合計画に掲げる「住むことに喜びを感じるまち」の実現に取り組んでまい

ります。 

 最後に、日出町福祉健康推進大会についてであります。 

 １１月２４日、日出中央公民館におきまして、第１８回日出町福祉健康推進大会を関係者約

５０人の出席をいただき開催いたしました。ダイヤモンド婚や金婚を迎えられた御夫妻をお祝い

するとともに、福祉分野において献身的な活動をされ地域福祉の向上、健康づくりの実践などに

御尽力いただいている方々に感謝の意を表することを目的として、日出町と社会福祉協議会、老

人クラブ連合会の共催で開催をいたしました。今年の大会は金婚表彰の方については、慶賀訪問

とさせていただきましたが、ダイヤモンド婚、明るい子育て支援大賞、明るい高年賞などの表彰

を行いました。 

 受賞された方々の益々の御健康、御活躍を祈念申し上げます。 

 最後に、「本大会を契機に改めて地域を見つめなおし、つながり・支え合い・安心して暮らせ

るまちづくりの実現に向けて一層邁進する」との大会宣言が採択されました。 

 以上、甚だ簡単でございますが、行政報告とさせていただきます。 
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○議長（工藤 健次君）  これで行政報告は終わりました。 

 地方自治法第１２１条の規定により、町長ほか関係職員の出席を求めましたので、御報告いた

します。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．委員長報告 

○議長（工藤 健次君）  日程第５、委員長報告を行います。 

 令和５年第３回定例会において、閉会中の審査に付された所管事務調査などの結果について、

報告を求めます。総務産業常任委員会委員長 岩尾幸六君。岩尾幸六君。 

○総務産業常任委員長（岩尾 幸六君）  おはようございます。閉会中の総務産業常任委員会の報

告をいたします。 

 今回は、行政視察研修報告と現地調査及び所管事務調査の報告並びに、区長会との意見交換会

の報告をいたします。 

 まず、行政視察研修についてであります。 

 当委員会は、令和５年１０月２４日から１０月２６日までの間、福井県大野市と岐阜県恵那市

にて、ＳＤＧｓ未来都市計画とＳＤＧｓモデル事業についての視察研修を行いましたので、その

結果を報告いたします。 

 まず、福井県大野市の概要です。大野市は福井県の東部に位置しており、昭和２９年に２町

６村が合併し、大野市が誕生いたしました。その後、２回の合併を繰り返し、全国有数の広い面

積の市となり、令和６年には市制施行７０周年を迎える市であります。 

 大野市の主な産業としては、農業、商業、観光が盛んで、観光客は県内外より年間２０５万人

が訪れ、観光名所としては、年に数回、雲海が現れる天空の城、越前大野城や水の郷、名水の町

として観光に力を入れておりました。 

 ＳＤＧｓ未来都市計画の取組としては、２０３０年のあるべき姿として産業・人・自然が生き

生きと好循環する結のまちと定めており、様々な好機を生かして、経済・社会・環境の好循環を

生み出そうとしておりました。その中でも、ほし・ひと・エコ推進事業として、経済では星空を

活用した観光を取り入れ、社会では産官学連携による人づくりを行うなど、大学と連携した光の

害教育などを開催しており、市を挙げた活動を行っております。 

 さらに大野市では、市の広報動画に夢グループの２人を起用し、市の紹介動画や企業誘致に向

けた工業団地の販売編、ふるさと納税編などの動画を２人の独特なやり取りで紹介しており、と

てもユニークな施策に取り組んでいました。我が町においても様々な動画で町をアピールしてお

りますが、誰もが興味が湧くようなユニークな動画の作成も必要ではないかとそういうふうに感

じました。 
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 次に、岐阜県恵那市の概要であります。恵那市は、岐阜県と愛知県の県境に位置する市であり

ます。 

 主な景勝地としては、恵那峡と日本初のダム発電所、大井ダムがある景勝明媚な観光地が多い

市であります。恵那市ではＳＤＧｓのモデル事業を展開しており、経済では廃材活用で資源の循

環を行い、環境では資源の市内循環の促進を進めており、市内１２か所に資源回収施設を設置。

回収された資源は市内業者がリサイクルし、収益金は地域に還元、まちづくり資金として運用し

ておりました。 

 また、２０２２年には地域新電力会社、恵那電力株式会社を立ち上げ、エネルギーの地産地消

によるゼロカーボンシティの実現を目指し、災害時の電力確保を強化しております。さらに、バ

イオエネルギーの活用として家庭から排出される食用廃油を回収し、バイオ燃料として清掃業者、

廃油精製業者の車両や市内の資源ごみ収集車などに活用しております。 

 恵那市においては、市の将来を見据えた事業や市内循環型の事業を数多く展開しており、事業

で得た収益金などは地域に還元し、まちづくり資金として地域の活性化に役立てている。 

 日出町においても、カーボンニュートラルやバイオエネルギーの活用などを、町挙げての事業

を計画すべきだと感じました。 

 続きまして、当委員会は、去る１１月２日、町長不在のため副町長の下、所管各課の事務調査

と現地調査を行いましたので、その結果を報告いたします。 

 まず、現地調査は、要望書が上がった南端地区のソーラー発電所と、佐尾地区の里道の現地を

調査しました。 

 まず、南端地区のソーラー発電所の調査は、調整池より排池される雨水が隣接する民有林に流

入し、民有林の表土が削られ、雨のたびに溝が拡大を続けている状態であるとの要望があり、現

地の発電所に出向きましたが現地では、要望のあった民有林内部への立入りには危険が生じるた

め、要望書に添付されていた写真を基に、民有林の溝の状態を確認いたしました。 

 次に、都市建設課に提出された佐尾地区の帆足万里の墓に隣接する里道の状態を確認しました。 

 この里道は、傾斜地の中央部に位置しており、上部には太陽光発電、里道には墓地が面してお

り、里道の下にはみかん畑と民家が存在する傾斜地であります。今回、対象の里道は、セメント

舗装がされており幅１.２メートル、延長５０メートルの道で、みかん畑ののり面の土が削られ、

セメント舗装にひびが発生したものと推測できます。この里道では平坦な道幅は半分ほどしかな

く、道幅の半分はひび割れが発生しており、決して安全な里道ではないことが分かりました。今

後、雨が降ればひび割れ部より雨水が浸入し、さらにひび割れが拡大するとの懸念される箇所で

あります。 

 続いて、所管各課の事務調査です。総務課からは、日出町功労者表彰と避難訓練の報告があり
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ました。 

 まず、令和５年度の日出町功労者表彰では、部門別の表彰者名と表彰内容についての報告があ

り、次に、１１月５日に予定している地震・津波防災訓練についての報告があり、本年度は南海

トラフ地震に伴う大津波を想定した訓練で、避難場所への避難訓練を行うことにより、津波予報

が発生した際の迅速な行動ができるよう、意識づけの一環として訓練を行うとの説明がありました。 

 続いて、財政課からは令和４年度決算状況の説明があり、３年連続で財政調整基金・減債基金

の取壊しを行うことなく黒字決済を確保できており、基金残高についても増加傾向にあり、財政

調整基金残高においては１２億円を上回る１３億円に達したところであるが、積立金残高は県内

自治体の中では最下位との説明がありました。 

 続いて、令和６年度の当初予算編成についての基本的な考えと基本方針及び予算編成手法やス

ケジュールの説明がありました。まず、基本的な考えとしては、既存事業の見直しを行い、効果

が期待できる事業については積極的に財源配分を行う。住むことに喜びを感じるまちの実現に向

け、子育て支援の充実や防災・減災対策など、町民目線の事業構築を行うとの説明がありました。 

 次に、基本方針では５つの方針を掲げ、予算編成を行っているとの説明があり、予算編成の手

法としては、新年度の新規拡充事業の早期把握と事前査定についてであります。各課より要求の

あった新規３０事業と拡充１３事業のヒアリングの結果報告あり、新規３０事業のうち採択は

８事業、条件付事業は６事業、財政課の査定によるものが８事業、見送りが８事業となり、拡充

事業では採択は７事業、条件付は１事業、財政課の査定による事業が４事業、見送りが１事業と

の報告がありました。 

 続きまして、政策企画課からは日出町デジタル田園都市構想総合戦略の策定について、国の動

向及び県の動向説明と、日出町デジタル田園都市構想総合戦略の説明の後、住民の利便性の向上

を最優先に進めるための日出町職員人材育成計画の説明がありました。 

続いて、まちづくり推進課からは、ふるさと寄附金とデマンド交通の現状報告があり、まず、ふ

るさと寄附金は９月末で３億７,９４８万８千円が集まり、前年度比で１億６,８５３万１千円の

増であります。 

 次に、デマンド交通の経過報告がありました。１０月２５日までの登録者数は３６６名で、男

性１１３名、女性２５２名、不明１名であります。 

 次に、利用者は１０３名で、男性が２７名、女性が７６名の利用があり、１０月２日から

２５日までに利用された延べ人数は４１２名で、１日平均２４名が利用されたとの報告がありま

した。 

 当初の目標としては、年間利用者数２万５千人、１日約１００人の利用を想定していましたが、

現状は４分の１程度の実績であるとの説明がありました。 
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 委員より、ふるさと納税では１０月から制度改正でどのような影響が考えられるかとの質問に

対し、おせち料理の１,２００食の減少で６千万円の減収が考えられるとの回答がありました。 

 デマンド交通では利用頻度が少ないが、車が運行していない時間の対象車両はどこで待機して

いるのか。デマンド以外の公共交通やコミュニティバスの利用状況は変化したかなどの説明があ

り、それぞれに回答がなされました。 

 次に、税務課からは、納税者の利便性の向上についての説明がありました。納税環境の改善と

して、地方税、共通納税システムにより納付ができる税目の追加として、個人住民税の普通徴収

分と国民健康保険税の普通徴収分が、令和８年度よりｅＬＴＡＸを使った納税ができるようにな

る見通しとの報告がありました。 

 次に、農林水産課からは４件の報告があり、まずは、鎮守の森プロジェクトの経過報告と、今

後の日程についての報告です。このプロジェクトの正式名称は、日出町みどりの防潮堤植樹祭と

決まり、日程案としては、令和６年３月２３日に３００名程度の規模で植樹祭を開催予定との報

告がありました。 

 次に、第８４回大分県畜産共進会（肉用牛の部）の結果報告がありました。令和５年１０月

２１日に別府公園文化ゾーンで開催され、出品頭数は５２頭。日出町からは仲尾隆正さん所有の

まいか号が出品され、優秀賞を受賞されました。また、畜産功労者表彰には仲尾正志さんが表彰

されたとの報告がありました。 

 次に、１０月２８日と２９日に開催された、２０２３ひじ産業文化まつりの結果報告があり、

出展ブースは４２ブースで２日間の来場者数は９千人との報告がありました。 

 次に、第４３回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～の開催日程の報告があり

ました。開催予定は令和６年１１月１０日で、午前中に大分市のｉｉｃｈｉｋｏグランシアタで

主催者挨拶などの式典が開催され、午後より別府市の別府港第４埠頭にて海上歓迎パレードや放

流行事が計画されているとの報告がありました。 

 続いて、都市建設課より今年度１０月までの発注工事の進捗状況の説明があり、工事発注

３０件のうち完成が１１件、工事中が８件、落札３件、入札中が２件、設計中が４件との報告が

ありました。 

 最後に、上下水道課より豊岡漁港のマンホールポンプの更新工事についての報告がありました。

このマンホールポンプについてはロイヤルホテル周辺から豊岡駅周辺までの広範囲にわたる汚水

を豊岡港へ集めて浄化センターまで２台のポンプにて圧送しているが、２台中１台が動作してい

ないことがわかり、現在は１台のポンプで運行を行っているが、１台での運行では不具合が発生

した場合、汚水の処理ができなくなるために緊急発注を行ったとの報告がありました。工事費は

７１５万円で、年末には完成するとの報告がありました。 
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 続いて、上下水道の滞納に伴う給水停止の報告があり、この給水停止予告通知書は、３か月間

以上滞納している対象者へ発送する通知書で、対象件数は１２３件で、この予告通知書の発送後

も納付及び納付契約書の提出のない６３件に給水停止執行通知書を発送しましたが、その後も、

納付や契約書の未提出の１４件に対して、給水停止を行ったとの報告がありました。 

 最後に、今年度町民との意見交換会の結果報告です。 

 １１月２７日、区長会との意見交換会を開催しました。その結果を報告いたします。意見交換

会の前に、事前に地域の問題点や要望などを提出していただき、提出された件について意見交換

を行いました。 

 まず、豊岡地区からは、友安川の改修と山下川砂防ダムの建設の現状について。藤原地区から

は、敬老会事業の補助金や子ども会会員の減少問題、宅地開発のインフラ整備についての意見が

出されました。川崎地区からは、行財政改革について、日出地区からは、下町の通学路問題、大

神地区からは、県道や町道の信号機や横断歩道の改善、大神地区へ町営住宅の建設などの要望や

意見が出されました。南端地区からは、ムスリム墓地建設設計の状況についてなど、町内各地よ

り多くの意見や要望が出され、それぞれに意見交換を行いました。また、その場で回答が出せな

い内容や課題については、後日、文書にて回答するとの返答を行ったところであります。 

 以上、閉会中の総務産業常任委員会の報告とさせていただきます。 

○議長（工藤 健次君）  次に、福祉文教常任委員会委員長 河野美華君。河野美華君。 

○福祉文教常任委員長（河野 美華君）  閉会中の福祉文教常任委員会の報告をいたします。 

 当委員会は、１１月１日に臼杵市に行政視察研修へ伺い、地元有機農産物を豊富に使用してい

る給食センターと、うすき夢堆肥を製造している土づくりセンターの２か所を視察いたしました。 

 臼杵市は、令和３年にユネスコ食文化創造都市に登録されており、国内では２都市目の認定と

なっています。市では、土づくりからこだわり、栽培期間中に化学肥料や化学合成農薬などを使

用していないことが確認できた圃場を、市独自の認証制度により、ほんまもん野菜と名づけて販

売しています。ほんまもん野菜は、慣行栽培の野菜よりも価格は少し高めですが、市が補助金を

出して購入し、給食に使用しているとのことです。 

 また、臼杵市土づくりセンターは、環境保全型農業、有機農業を強く推進するため、日本で唯

一行政機関が運営する堆肥製造施設であり、草木等を主原料とした腐葉土に近い完熟堆肥を生産

しているとのことです。現状では黒字にはなりにくい事業でしたが、地域住民や事業者と協調し

て有機農業や海洋環境保全を推進し、循環型社会の形成を図っています。 

 また、こだわって作られた地元農産物は、地元飲食店や各家庭、学校給食で使用され、地産地

消を通じて地域や食文化の持続可能性を高めるとともに、移住者を誘致する要因にもなっている

と感じました。なお、詳細につきましては配付しております報告書を御覧ください。 
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 続きまして、当委員会は１１月１５日に、日出町民生委員児童委員協議会と日出町社会福祉協

議会と意見交換会を実施いたしました。全国的に成り手不足という問題がある中、町内の民生・

児童委員の方々は強い使命感を持ち、活動されていることを当委員会としても知ることができた

貴重な機会となりました。 

 また、社会福祉協議会からは、住民サービスの向上につなげるためにも、雇用の問題など、大

きく６点ほどの要望をいただきました。今回出された意見を取りまとめ、当委員会の要望として

正式に執行部へ提出し、今後も委員会で協議する予定です。 

 以上、甚だ簡単ですが、閉会中の福祉文教常任委員会の報告といたします。 

○議長（工藤 健次君）  次に、議会活性化特別委員会委員長 金元正生君。金元正生君。 

○議会活性化特別委員長（金元 正生君）  議会活性化特別委員会は、閉会中の委員会を１１月

１４日に開催いたしましたので、その概要を報告いたします。 

 報告事項は４点。最初に、前回の委員会で決定した日出町特別職報酬等審議会の設置について、

私と議長で町執行部と協議をいたしました。冒頭で申しました審議会を開いた場合、議案の提出

が町長になること、定数も含めた協議になれば条例改正が必要である。さらには、アンケート結

果だけを材料に審議するのは非常に難しいという回答でありました。これを受けて開催した委員

会では、アンケート結果から現状維持でいいのではないか、また、全協なりで資料を示した上で、

議員全員に一度意見を聞いて判断する必要がある。また、議会としてどうあるべきかを記すべき

との意見。自分たちの身分や報酬を自分たちで決めるよりも、客観的な第三者委員会に委ねたほ

うがいいのではなどなど多くの意見が出た中で、最終的に私のほうから、日出町の現状と他議会

の状況を調査し、今定例会開期中の委員会にて複数案を提示して方向性を決定する予定であります。 

 次に、町民アンケートについては、来年１月末発行の議会だよりに掲載するよう、議会報編集

特別委員会と協議をすることや、ホームページへの掲載、その方法、また、書き込み等への対応

の方向性を出して、今後の委員会もしくは全協で確認することに決定したところであります。 

 オンライン委員会の開催については、既に議会運営委員会では実施済みでありますが、今年度

中に全議員が実施できるよう、総務産業・福祉文教の常任委員会での実施提案があり、目途は来

年２月の閉会中の委員会に決定したところであります。 

 最後に、ＤＸチームが掲げた議員出前講座の実施、ＳＮＳによる発信については、引き続き、

実施に向けて進めていくことを確認しております。 

 以上が報告であります。 

○議長（工藤 健次君）  次に、議会報編集特別委員会委員長 阿部真二君。阿部真二君。 

○議会報編集特別委員長（阿部 真二君）  議会報編集特別委員会の御報告を申し上げます。 

 議会報編集特別委員会は、１０月１０日、１７日の２日間にわたり、第３回定例会の内容を議
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会報第１３４号として編集作業を行い、１０月２５日に各区長に配布を行ったところです。 

 次に、９月２６日に東京都千代田区大手町１丁目３の７、日経ホールにて開催された町村議会

広報研修会に参加させていただきましたので、その内容について御報告いたします。 

 まず、広報担当者が知っておきたい法律知識として、当たり前の話ではありましたが、特に、

気をつけなければならないこととして人物の写真を利用する場合は、利用対応、利用目的につい

て承諾を得なければならない。フリー素材を利用する場合は、何がフリーなのか確認が必要であ

る。キャッチコピー、新聞記事、見出しなどの活用は承諾を得なければならないなど法的な知識

について学びました。 

 また、なるほどそうか知ってよかった、読者を夢中にさせる広報紙づくり、基礎の基礎として

必要なのは伝える力であり優先すべきは住民ファースト。できるだけ簡潔にまとめ視覚化する。

ユーザー心理を揺り動かす紙面にする、注目度を高める見出しにするなど基本的なことを学びま

した。 

 また、ぱっと伝わる広報紙にやってはいけないデザイン講座として、ページ構成に主役、括弧、

簡潔なタイトル、強いキャッチコピー、質の高いイメージ画像を作る、ページ内レイアウトにめ

り張りをつける、できるだけ文字数は減らし余白をしっかり確保する、余白の間隔を整理するな

ど紙面デザインについて学びました。その中でも、ターゲット層を無関心層に焦点を当て広報紙

を開くきっかけをつくる、興味を引くテーマで巻頭特集を企画するといったことは印象深く工夫

が必要であり、今後の編集に生かしていきたいと感じたところです。 

 次に、議会報編集特別委員会への行政視察研修の受入れを２件行ったので御報告いたします。 

 １件目は、１１月７日、佐賀県みやき町議会広報編集委員会様より７名が来町されました。み

やき町の皆さんは非常に意欲的であり、充実した意見交換ができたと思います。 

 ２件目は、翌１１月８日、群馬県高崎市広報委員会様より１０名が来町されました。高崎市広

報委員会様は、ほぼ事務局が作成している現状からの改革を行うべく、我々の議員自らが作成す

る内容を学びに来られ、まず、一般質問をした議員が原稿を作成することから始めたいとのこと

でした。 

 こうして意見交換をすることで、我々も学び、気づきを得ることができ、視察研修の必要性を

改めて実感したところです。今後とも、親しまれ読まれる議会だよりづくりを行うべく、研さん

を重ねていきたいと思います。 

 以上、甚だ簡単ではございますが、議会報編集特別委員会の御報告とさせていただきます。 

○議長（工藤 健次君）  次に、議会運営委員会委員長 森昭人君。森昭人君。 

○議会運営委員長（森  昭人君）  議会運営委員でございます。ちょっと長くなりますけれども、

議会運営全般に係ることですので、御容赦いただきたいと思います。 
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 議会運営委員会は閉会中の、去る１１月９日、１０日の両日、それぞれ愛知県東海市議会、三

重県四日市市議会へ、主に議会運営の活性化について視察研修を行いましたので、その概要を御

報告いたします。 

 東海市は中部圏最大の鉄鋼基地を要する臨海工業地帯を形成している一方、県内有数の生産地

を誇る洋ランや全国有数のフキの産地として都市近郊農業が盛んであり、令和５年４月現在、人

口１１万３千人超、面積は４３平方キロメートル、令和５年の一般会計当初予算は５６１億円、

令和４年度決算では経常収支比率８２.５％、財政力指数１.２６、自主財源比率６６.２％の不

交付団体であります。 

 議員数は２２名で５つの会派を有し、議会運営委員会と所管３つの常任委員会で構成をしてい

ます。 

 平成２５年９月に公布施行された東海市議会基本条例が制定から５年を経過した平成３０年、

本条の目的達成状況について検証を行う必要があるという当時の議長の要請を受け、協議の末、

議会基本条例検証特別委員会の設置が決定し、基本条例の検証を実施しています。 

 本特別委員会では２つの分科会を設置し、分科会ごとに基本条例の条文を割当てそれぞれが協

議の上、検証シートを作成し本特別委員会に報告、本特別委員会で審査の上、議員全員の意識共

有を図り、検証結果を協議していくということです。 

 また、議会基本条例制定から１回目の検証まではこの５年間、以降１０年間隔での検証とし、

検証完了から次の検証開始までの期間は、この検証結果の協議に基づいて、議会基本条例の新た

な取組などを具体化した議会改革推進計画を別途策定し、改革を推進、議会基本条例の目的達成

に向けて継続的に協議をしていくことで、議会改革の取組を強化していくということであります。 

 日出町議会の基本条例は平成２８年１月に施行され、まもなく丸８年。現在、当然、条例の基

本理念を認識しつつ議会運営がなされているものの、基本条例の存在意識は薄れ、各条項に結び

つけた活動には至っておらず、絵に描いた餅状態であることは否めないと考えております。 

 施行１０年を迎えようとしている中、住民の意思、社会情勢の変化を踏まえ、いま一度原点か

ら基本条例を見直す必要があり、また、日出町議会基本条例の前文である議会はたゆまず改革を

推進するとともに、議員は自己研さんと資質の向上に努めなければならないと規定しているよう

に、議会の担うべき各機能をさらに強化し、町民福祉の向上と町の健全な発展を実現しなければ

ならないと考えております。 

 次に、三重県四日市。四日市は県庁所在地の津市をしのぐ人口３１万人、面積は２０７平方キ

ロメートル。臨海部の四日市港に四日市コンビナートが立地する工業都市、現在、施行時特例市、

保健所政令市であり中核市を目指しているとのことであります。 

 令和５年度の当初予算は一般会計、もう桁が違いますが１,２９９億円、特別会計などを合わ
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せると予算総額は２,８５０億円ということであります。経常収支比率は７８.２％、財政力指数

１.２０８、自主財源比率６２.９％、こちらも不交付団体であります。 

 議員定数は６会派３４人、委員会は、議会運営委員会及び４つの所管常任委員会並びに予算常

任委員会、決算常任委員会の６つの常任委員会で構成され、平成２３年５月には議会基本条例を

制定し、通年議会を実施、市民との情報共有、市民参加の推進、議会間討議の活性化の基本方針

を３本柱とし、活発な議会運営を実施しています。 

 議会基本条例に規定している注目すべき項目として、まず、第１点目、質問趣旨の確認にとど

まらず、議員の考え方や対案の提示を求める反論も含まれる執行部の反問権を実施しています。

２点目、日出町議会でいう閉会中に、議長を経由して公式文書により執行部に対して質問を行う

ことができる文書質問制度。３点目、執行部は、本会議及び委員会において、付された附帯決議

を尊重するという観点から、当該附帯決議に関する事後の状況・対応を議会に報告しなければな

らないとする附帯決議の取扱い。４点目、議会意見の反映として執行部は、予算案や各種政策の

策定に当たり、議員間討議により集約された提言や意見を、政策や予算に可能な限り反映するこ

と。この４点については、日出町議会でも取り組むことができる議会運営として、今後何らかの

形で協議すべきであると考えております。 

 最後に、四日市市議会の予算審議の取組であります。平成１５年度から平成１７年度の間は、

予算特別委員会が設置され、それまで各常任委員会に分割付託していた当初予算議案を一括付託

して審議。 

 平成１８年度には所管する常任委員会に分割付託、さらに平成１９年、２０年度は、また、一

括付託での審議に戻すなど様々な変遷を遂げまして、平成２１年度からは予算特別委員会から予

算常任委員会へ移行。予算常任委員会では、ほか４つの常任委員会の所管ごとに４分科会が設置

され、各分科会は所管する案件の可否判断まで行っています。 

 また、附帯決議に付すべきもの、修正すべきもの、複数の分科会に係る事項は予算常任委員会

の全体会に送り、全体会で審査の上、可否を判断する体制を確立しています。 

 また、決算特別委員会も常任委員会へと移行し、予算常任委員会と同様の体制で審査をします

が、８月定例月議会、これ日出町でいう９月定例会ですけども、８月定例月議会の決算審査を基

に、市長に対して次年度予算編成に向けた提言を行います。その後、翌年２月定例月議会、これ

３月定例会のことですけども、翌年の２月定例月議会の当初予算審査において、この出された提

言の内容が予算に反映されているか確認をしつつ、当初予算を審査することになっているという

ことであります。 

 日出町でも予算分科会を設置しておりますが、これまでフル稼働していないのが現状でありま

す。今後、日出町議会基本条例施行１０年を前に、この四日市市の議会運営を参考に、予算決算
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審査を次年度予算に反映させる体制づくり、そのほかについて検討していく必要が十分にあるの

ではないかというふうに考えております。 

 詳細につきましては、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ行政視察報告書を一生懸命作りましたので、ぜひ御

覧になっていただきたいと思います。 

 以上で報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

質疑・討論・採決 

○議長（工藤 健次君）  以上で、委員長報告を終わります。 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  なければ、これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  なければ、これで討論を終わります。 

 お諮りします。ただいま報告のありました各常任委員会及び特別委員会における審査及び調査

の件は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、各常任委員会及び特別委員会におけ

る審査及び調査等の件は、委員長の報告のとおり決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第６５号 

日程第７．議案第６６号 

日程第８．議案第６７号 

日程第９．議案第６８号 

日程第１０．議案第６９号 

日程第１１．議案第７０号 

日程第１２．議案第７１号 

日程第１３．議案第７２号 

日程第１４．議案第７３号 

日程第１５．議案第７４号 

日程第１６．同意第１１号 

提案理由の説明 
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○議長（工藤 健次君）  日程第６、議案第６５号令和５年度日出町一般会計補正予算（第５号）

についてから、日程第１６、同意第１１号日出町固定資産評価審査委員会委員の選任についてま

での議案１０件、同意１件を一括して上程し、議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。町長、本田博文君。町長。 

○町長（本田 博文君）  提案理由の御説明を申し上げます。 

 本定例会に御提案申し上げますのは、議案１０件、同意１件であります。以下、順次その概要

を御説明申し上げます。 

 まず、議案第６５号令和５年度日出町一般会計補正予算（第５号）についてであります。 

 補正をいたします額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ２億６,２０６万１千円を追加

し、補正後の予算の総額を１２９億２,３４０万８千円とするものであります。 

 歳出予算の主な内容につきまして御説明申し上げます。 

 総務費では、ふるさと寄附金事業における報償費等を計上しております。 

 民生費では、保育所、認定こども園等に対する施設型給付費等を計上しております。 

 衛生費では、高校生までの子ども医療費支払委託料等を計上しております。 

 農林水産業費では、真那井漁港しゅんせつ工事に係る設計委託料等を計上しております。 

 土木費では、急傾斜地崩壊対策事業に係る県営事業負担金等を計上しております。 

 教育費では、学校施設の光熱水費等を計上しております。 

 諸支出金では、まちづくり基金積立金を計上しております。 

 歳入予算につきましては、ふるさと寄附金のほか、国県支出金、町債等を計上し、財政調整基

金繰入金にて財源調整しております。 

 また、繰越明許費として、戸籍住民基本台帳費など５事業を計上しております。 

 次に、議案第６６号令和５年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につきまして

は、保険税還付金等を計上しております。 

 次に、議案第６７号令和５年度日出町介護保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、

保険給付費、地域支援事業費等を計上しております。 

 次に、議案第６８号令和５年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、既決

予算額に変更はなく、予算の組替えを行うものでございます。 

 次に、議案第６９号令和５年度日出町下水道事業会計補正予算（第２号）につきましては、既

決予算額に変更はなく、予算の組替えを行うものでございます。 

 次に、議案第７０号日出町職員の給与に関する条例等の一部改正についてであります。 

 令和５年人事院勧告及び大分県人事院会勧告に基づき、県の給与改定等の事情を考慮して、職

員等の給与等を改定するため、所要の改正を行うものであります。 
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 次に、議案第７１号日出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてであります。 

 全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部改正に伴い、国

民健康保険税における産前産後期間に係る被保険者所得割額及び均等割額の減額措置を導入する

ため、所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第７２号日出町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正についてであり

ます。 

 日出町重度心身障害者医療費等の助成において、公金受取口座を利用できるようにするため、

所要の改正を行うものです。 

 次に、議案第７３号日出町コミュニティバス条例を廃止する条例についてであります。 

 これまでは、自家用有償旅客運送にてコミュニティバスを運行していましたが、一般乗合旅客

自動車運送事業での運行形態となったことに伴い、当該条例を廃止するものであります。 

 次に、議案第７４号公共下水道事業から生じる脱水汚泥の処理に係る事務の委託についてであ

ります。 

 公共下水道事業から生じる脱水汚泥の処理に係る事務を大分市に委託したいので、議会の議決

を求めるものであります。 

 最後に、同意第１１号日出町固定資産評価審査委員会委員の任命についてであります。 

 現在、同委員に就任いただいております岩洋海氏の任期が令和５年１２月２５日をもって満了

することに伴い、八坂司氏を新たに任命したいので、議会の同意を求めるものであります。 

 以上、甚だ簡単ではありますが、本定例会に御提案申し上げます議案につきまして、御説明申

し上げました。何とぞ慎重な御審議を賜りまして、御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（工藤 健次君）  提案理由の説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

散会の宣告 

○議長（工藤 健次君）  以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 健次君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれにて散会することに決定

しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午前11時17分散会 

────────────────────────────── 


